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The Chemical' Investigations of the Minor Constitutents 
in the Fossil Bones. II 
The Model Experiments on the Concentration of the Fluorine 
and Manganese to the Chemical Substances. 
Nobuo Shimoda， Shinya Endo， Moriaki Inoue 
and Hiroshi Ozaki 
Abstract 
The mechanism of the concentration of the fluorine and manganese to the chemical substances 
like bode is reported. When the mixture (CaCO，+Ca (P04)2 was immersed in the dilute fluoride 
and manganous solution for 200 days， both ions were concentrated in the same way. When the 
isotope Mn was added in the CaCO， and Ca， (P04)2 suspended solution with carrier， the activity 



















I. 1. 1 炭酸カ Jレシウムおよびりん酸カノレシウムは関東化学製特級試薬を用いた。
11. 1. 2 模式実験用のフッ素およびマンガン溶液。
















混合物~の富化 (F ニ 2.4mgj g， Mn 2+ = 100 mg/め
|混合物中の 1混合物中の 1 混合物中の|混合物中の
経過日数 |フッ素含有|マンガン含 1 実験番号| 経過日数 |フッ素含有..".ンガン含
1 ;量%有量% 1 1;量% 1:有量%
????
1 5 0.012 0.77 11 132 0.078 3.44 
2 10 0.020 1.40 12 141 0.084 3.68 
3 20 0.034 2.28 13 151 0.086 3.63 
4 30 0.039 2.64 14 160 0.079 3.76 
5 40 0.054 2.72 15 170 0.085 3.72 
6 50 0.058 2.96 16 181 0.087 3.80 
7 60 0.060 3.10 17 190 0.083 3.68 
8 70 0.070 3.28 18 200 0.090 3.63 
9 80 0.072 3.24 19 220 0.096 3.72 
10 101 0.075 3.12 
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第 2表 フッ素および 7 ンガンの炭酸カノレシウム，りん酸カノレシウム
混合物への富化 (F-= 0.24 mgj/3， Mn2+ = 10.0 mgj/3) 
混合物中の|混合農中の 1








第 3表 フッ素およびマンガンの炭酸カノレシウム， りん酸カルシウム
混合物~の富化 (F ニ 0.024mgj/3， Mn2+ニ 1mgj/3) 

























































VI. 結 =ー Eヨ
水中の微量のフッ素やマンガンがどのような機構で化石骨にとりこまれていくかを研究し
た。フッ素イオンとマンガン (11)イオンを含むうすい溶液中に，炭酸カルシウムとりん酸カル
シウムの混合物(骨の化学組成と類似のもの)を投入し，時間の経過にしたがいとりだして，
フッ素およびマンガンを定量し，この 2成分が時間の経過にともない指数的l乙混合物に富化さ
れていくことを見出した また，マンガンのアイソト{プ54Mnを用いマンガンがきわめてす
みやかにりん酸カルシウムに濃縮することを見出した。現在，フッ素が混合物中に富イじされる
機構について研究中であるが，フッ化カノレシウムの生成によるとすると，フッ化カルシウムの
溶解度その他の性質からみて，フッ素が混合物中にとりこまれる傾向は，マンガンのその傾向
より小さいと考えられるので，マンガンの方がフッ素よりも化石骨の新旧を決定するのに有利
(286) 
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ではないかと思、う。
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